
   

令和５年８月１８日 

 

湯本豪一記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム） 

秋の企画展の開催について 

 

 

 

湯本豪一記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム）では、令和５年度の

秋の企画展を次のとおり開催します。是非ご来館ください。 

 

 

企画展タイトル ： 秋の企画展「百鬼夜行へようこそ！ 絵巻からおもちゃまで」 

 

会期 ： 令和５年９月７日（木）～１２月１２日（火） 

※会期中の休館日＝毎週水曜日 

 

会場 ： 湯本豪一記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム） 

      広島県三次市三次町１６９１－４ 

 

見どころ ：  

【その①】 

絵巻だけではない、屏風や着物、おもちゃまで、《百鬼夜行》作品が大集合！ 

【その②】 

福岡市博物館の所蔵する伊藤若冲（じゃくちゅう）筆「付喪神図」と、当館の所蔵する

伝伊藤若冲筆「百鬼夜行図」が初めての共演！２つの作品を同時に鑑賞できる貴重

な機会。（前期〔9 月 7 日～10 月 24 日〕のみ展示。後期はレプリカを展示） 

【その③】 

オリジナル妖怪が多数登場する「百鬼夜行絵巻」（個人蔵）を大公開！ 

 

≪添付資料≫ 企画展チラシ（表・裏） 

 

広島県三次市 

地域振興部  地域振興課   

湯本豪一記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム）  

（担当：吉川）  

TEL：０８２４－６９－０１１１ FAX：０８２４－６９－０１１２ 



2023 9/7 Thu.   12/12 Tue. 
■開館時間／9：30～17：00（入館は16：30まで）
■休 館 日／水曜日
■入 館 料／一般600（480）円、高・大学生400（320）円、小・中学生200（160）円
　※（　）は20名以上の団体。　※企画展・常設展は共通のチケットです。

※会期中、展示替えをおこないます。

木 火

「百鬼夜行納札」（部分）　明治時代以降
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広島から　　　▶JR芸備線快速（広島駅→三次駅）約1時間20分
　　　　　　　▶高速バス（広島BC→三次もののけミュージアム）約1時間30分　下車徒歩すぐ
　　　　　　　▶自動車（山陽道→中国道経由）約1時間10分

福山から　　　▶JR福塩線（福山駅→三次駅）約2時間45分
　　　　　　　▶自動車（山陽道→尾道自動車道経由）約1時間15分

松江から　　　▶自動車（山陰道→松江自動車道経由）約1時間20分

三次駅から　　▶市街地循環バス「くるるん」
　　　　　　　　（三次駅前→三次もののけミュージアム）約8分　下車徒歩すぐ
　　　　　　　▶自動車（約5分）/徒歩（約30分）

駐車場　　　　▶70台（無料）

交通案内

①「付喪神図」伊藤若冲　江戸時代中期　福岡市博物館蔵　　②「百鬼夜行図」伝伊藤若冲　江戸時代
③「百鬼夜行図皿」　明治時代以降　④「百鬼夜行絵巻」（部分）　江戸時代後期　合同会社AMA蔵

※所蔵の記載がない資料は当館蔵。
※会期中に展示替えをおこないます。スケジュールについては当館公式HPをご覧ください。

もののけギャラリートーク
◆９月16日（土）、10月21日（土）、
　11月18日（土）　各日13：30～14：00
学芸員が企画展示室をご案内します。
定　員：各回先着10名
参加費：無料（要入館券）
※申込不要。開始時刻までに、博物館エントランスにお集まり
　ください。

もののけの日
◆会期中の開催日
　9月24日（日）、10月29日（日）、
　11月26日（日）
毎月最後の日曜日は「もののけの日」！
中学生以下の入館料は無料。
当日は様々な妖怪たちが登場します。

次回企画展
新春企画展「妖怪の絵馬と納札」（仮）
▶2023年12月14日（木）～2024年3月5日（火）

同時開催
「日本の妖怪」「稲生物怪録」
秋の常設展▶2023年8月10日（木）～11月7日（火）
冬の常設展▶2023年11月9日（木）～
　　　　　　　　　　　　　2024年2月13日（火）
「チームラボ 妖怪遊園地」▶通年展示中

④

① ②

　妖怪たちが闇のなか、ぞろぞろと練り歩く様子をさす言葉、《百鬼夜行》。

《百鬼夜行》をテーマとする作品は、絵巻がよく知られていますが、それ

以外にも、屏風や錦絵などの美術品から、着物や皿などの日用品、さらに

はおもちゃまで、大きな広がりを持っています。本展では、《百鬼夜行》に

関する作品をさまざまなジャンルから集め、その幅広い世界をご紹介します。
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